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勧
業
署
今
日
、
代
用
物
蚤
篭
萎
隊
坤
忍
も
ぎ
讐
、
慧
富
大
空
叢
で
ば
震
蓋
賽
材
賢
セ
メ
÷
 
 

代
署
の
研
雷
撃
工
芸
藁
霊
堂
の
壷
望
濱
畏
敬
授
指
導
の
諾
饗
讐
る
る
讐
軍
票
望
苦
豊
讐
じ
 
て
誉
れ
、
之
簸
て
塞
 

川
臥
の
敷
就
い
蒼
蒼
、
昭
字
義
蓋
層
は
嗣
芸
術
芸
蓋
土
囁
採
額
 
一
り
 
に
催
事
姦
儀
警
響
自
分
之
が
任
筈
研
要
 

旬  

望
の
琵
警
箪
褒
畢
警
於
義
嘉
、
十
二
月
八
蓋
 
±
先
研
究
賞
貫
こ
註
其
の
愛
息
潜
透
る
警
軍
資
土
に
就
い
七
遠
目
ラ
ヂ
す
放
送
に
於
て
暑
さ
れ
た
の
で
あ
 
る
、
憲
は
歪
碧
姦
し
農
芸
 

が
、
余
の
壌
慧
は
翠
窟
験
的
鱒
資
料
士
の
悪
賢
芸
で
は
亨
、
億
鼻
警
の
賢
 
隠
 
に
よ
少
完
警
吏
竃
が
藩
及
し
 

て
ゐ
蒼
蒜
代
首
之
が
代
用
と
↓
で
庸
ぁ
ら
れ
至
境
莞
き
票
差
溝
で
あ
る
恥
 
ヽ
 
 

く
㌣
／
 
ぅ
、
努
f
ニ
今
回
の
所
農
璧
る
べ
卦
も
の
が
な
か
つ
食
止
せ
・
モ
之
、
賢
姦
悪
讐
れ
豊
壌
の
性
質
纂
る
票
拇
釆
、
之
奴
賂
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．
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踵
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験
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を
牧
め
得
る
や
も
知
れ
姦
い
ょ
慮
ふ
の
で
、
 
 

れ
ば
畢
で
・
あ
る
。
 
 

＼
ノ
東
賢
帝
固
夷
撃
第
㌦
エ
革
郡
鎗
梁
畢
教
寧
 
 

高
冷
控
臍
静
門
畢
校
一
寺
田
貞
攻
名
春
歌
綬
 
 

〓
、
森
∵
ぬ
方
 
碑
、
質
 
 

伽
 
雷
於
望
研
究
指
導
の
老
資
料
と
苛
・
式
後
儲
笛
紅
調
奄
凝
集
し
遠
ん
で
県
内
各
地
に
怠
り
贋
範
囲
に
研
兇
掛
ば
意
外
の
好
成
績
 
 

選
定
探
零
さ
れ
た
所
で
あ
り
、
他
は
余
の
採
集
し
た
朗
で
あ
る
。
 
 

臆
試
験
衣
は
栄
京
府
警
慧
啓
悪
魔
拳
教
串
紅
於
て
、
略
警
九
芳
月
嘗
よ
少
訂
竿
二
月
八
是
の
問
に
浪
て
兼
行
き
れ
雷
 
 

の
で
∵
こ
こ
に
馨
げ
た
の
は
、
香
川
願
に
攣
る
君
の
掌
′
警
、
。
家
中
の
忍
讐
、
廟
思
慕
を
附
し
て
雪
の
遠
田
博
き
行
・
の
 
 
 

1ト  

第
七
陸
軍
蔽
賽
技
術
研
究
所
 
 
 

調
音
懲
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試
験
鰻
 
新
潮
器
m
蛤
 
高
さ
直
径
の
ィ
二
倍
の
園
噂
、
既
縮
退
鹿
 
 

蕃
十
生
／
三
遅
達
盛
衰
申
、
閥
週
迄
元
申
†
緑
風
二
α
隊
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管
用
泉
下
笠
ふ
て
養
用
土
調
査
 
 

り
表
 
 

漁
 
 

三
、
試
 
 

「
調
・
 
 

登
 
 

志
岐
中
尉
、
 
 

試
験
の
結
果
葡
萄
を
疇
い
、
乙
1
に
採
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
嘉
し
婦
釆
喧
於
け
る
賓
料
と
も
な
 
 

、
盈
 
 
 

島
田
中
尉
 
 

■
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r
I
 
 

エ
驚
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浅
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内
田
講
師
、
畢
生
∴
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結
せ
農
地
・
の
ノ
沖
央
に
塊
出
せ
る
土
地
で
∵
古
墳
地
で
あ
つ
た
潮
′
て
あ
キ
苗
磯
裾
既
に
約
十
年
前
額
堀
、
今
虻
常
地
と
化
し
橡
林
を
畳
ん
て
・
・
 
 

、
 
 
ゐ
針
意
義
封
志
従
射
、
宣
メ
シ
品
萱
俗
稗
」
へ
豊
漣
し
十
遠
望
れ
、
ノ
・
如
意
漸
次
贋
劇
讐
机
、
．
琴
竃
地
と
化
し
芝
 
 

垣
撃
（
鯛
胆
糾
駅
東
）
恩
讐
警
山
貫
慄
郎
竃
篭
雷
キ
此
他
案
獣
牒
資
卸
さ
れ
た
、
山
下
射
は
臥
移
 
 
転
於
脾
計
督
家
に
で
、
蕗
戯
寺
が
彿
生
山
の
地
に
移
柑
の
際
∵
共
産
任
し
た
家
柄
狩
場
≠
、
此
塚
封
土
転
成
い
七
は
同
家
に
て
倦
詮
滋
有
 
 
 

し
で
凝
築
蓮
の
際
宣
警
湖
漂
嘗
墓
、
廣
翠
で
∵
従
て
へ
豊
と
し
て
利
用
し
得
る
の
言
る
と
、
讐
塚
警
賓
競
す
う
 
 
 

偉
儲
は
心
下
嘗
芯
て
甘
み
な
キ
致
に
於
て
苧
所
で
篭
か
ら
尊
家
窟
昏
如
が
姦
岐
に
碧
嵐
竃
遠
雷
博
へ
し
 
 

曾
 
に
感
官
敵
い
も
の
息
へ
る
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と
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レ
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空
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此
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、
↓
向
燥
遥
康
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で
雷
鳥
、
従
 
 
 

東
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公
共
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磯
恕
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面
紅
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其
の
跡
、
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結
核
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中
富
農
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莞
層
警
姦
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安
山
岩
嵐
債
土
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、
紅
蛮
賢
し
、
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野
後
攻
胡
瓜
芸
簸
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れ
搭
へ
、
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に
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て
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し
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宗
雪
が
、
療
貴
所
激
地
の
土
と
同
株
好
適
で
あ
つ
告
。
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？
高
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雷
溜
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、
痕
板
戯
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は
岡
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西
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簡
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け
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総
額
療
養
所
塵
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れ
て
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る
、
敷
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壷
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栗
附
質
風
化
土
で
、
赤
色
聖
賢
）
、
・
塞
琴
へ
な
土
に
適
す
と
て
利
用
き
れ
た
も
の
で
参
り
∴
使
用
者
の
∵
∧
舟
る
女
野
徳
次
郎
 
 
 

翁
の
報
に
ょ
れ
ば
、
氏
は
比
土
塊
串
就
（
十
ユ
貿
）
に
砂
」
杯
±
ハ
署
Y
踏
石
↓
様
々
儲
じ
て
使
用
し
た
が
、
洩
り
加
減
よ
く
∵
ひ
つ
つ
か
 
 

香
川
瓢
下
の
セ
メ
ン
ト
代
風
土
調
査
 
 

ち
 
 

ぬ
線
度
に
捏
ね
る
時
ど
む
締
り
七
好
威
厳
で
あ
つ
た
と
。
 
 

暑
覇
∵
香
川
｛
∴
香
川
郡
彿
生
山
印
南
新
明
こ
も
津
谷
、
凝
生
山
呵
朗
巷
説
属
場
の
西
方
に
鎮
く
斯
に
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塵
■
 
 

讐
試
験
痘
中
松
衆
慣
用
皐
畢
廃
 
 

‖
l
 
 

‘
l
 
 

Å
大
丸
）
 
六
九
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替
川
隼
⊥
ニ
谷
村
攻
百
石
㌧
′
霊
山
火
葬
所
畔
、
雷
裂
北
璧
ハ
同
基
地
附
雷
地
で
探
撃
∵
安
出
㍍
嵐
化
‡
殊
に
火
葬
桝
阻
上
の
 
ニ
ー
句
＼
▲
 
 

併
¢
土
故
跡
は
六
な
と
し
ノ
て
使
用
し
た
新
主
細
く
1
傭
此
附
近
に
は
桝
・
尺
別
用
ビ
た
跡
か
準
ぁ
る
。
人
七
條
発
治
郎
義
戦
）
 
 

計
ろ
志
村
乳
買
牒
〈
火
山
）
喪
家
志
へ
火
山
の
腐
撃
八
C
六
軒
地
1
欝
勝
墓
完
で
遠
雷
斜
嘗
共
思
 
 

占
岩
風
讐
に
厳
し
、
碓
氷
、
へ
庵
苦
し
て
尉
翳
る
潜
多
く
、
近
時
抜
取
杉
免
じ
で
あ
音
感
で
芸
－
鎧
雫
は
刑
相
の
漉
管
弟
 
 

烏
 
 

た
朗
で
あ
牒
。
曇
（
稗
田
家
報
）
、
 
 

少
カ
ヤ
マ
 
 
贋
憎
・
箋
谷
村
犬
箪
琴
∵
琴
彗
登
火
妾
山
、
や
4
火
婁
叫
の
西
警
、
其
の
西
濃
す
造
山
と
の
瀾
の
狭
小
な
思
慮
、
敵
地
の
坂
 
 

北
隅
窟
て
ゐ
み
滋
墳
名
取
し
督
賢
あ
る
、
姦
対
語
例
め
錬
士
で
．
貰
で
れ
る
の
鷲
へ
魔
土
に
適
す
と
蒜
故
に
港
沖
別
個
牒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
巧
い
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
も
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 

ヽ
 
れ
、
古
墳
ほ
漕
取
崩
さ
れ
今
は
艶
め
み
管
救
林
と
化
じ
完
膚
雷
が
ヱ
、
ニ
ど
る
郎
▲
ぞ
ゐ
る
、
安
山
思
慮
恕
圭
一
で
、
従
贋
雷
 

ゝ
t
バ
 
 

瞬
津
る
時
苧
締
る
勧
で
既
各
年
祭
り
利
望
れ
、
鰊
合
警
追
撃
れ
雷
の
で
あ
る
と
。
（
山
本
賢
商
議
）
 
 

イ
ン
′
パ
パ
 
 
香
川
に
 
三
谷
和
犬
馬
場
、
馬
山
南
池
畔
、
馬
山
南
環
で
、
鍍
池
濫
発
出
せ
る
斜
面
で
あ
そ
白
色
凝
怒
ポ
筍
で
、
従
来
附
近
の
人
士
に
ょ
 
 

伺
灘
の
高
木
愛
蔵
民
報
躍
よ
れ
ぼ
、
此
砲
の
土
質
は
粗
質
土
で
・
、
水
に
如
い
が
■
鹿
火
力
堪
く
・
、
 
 

キ
」
・
丈
ば
塞
製
造
原
料
皇
レ
て
使
甲
レ
た
、
計
下
鋳
物
用
と
し
て
∵
高
松
蒋
の
蝕
周
戯
物
工
場
で
 

少
、
安
碧
空
の
魔
も
あ
 

イ
ハ
セ
タ
 
香
川
五
∴
偽
絵
心
田
鶴
尾
町
土
居
池
、
商
政
務
と
右
清
鳥
山
を
隔
て
て
其
の
南
に
任
す
る
土
地
で
、
 
l
＿
■
l
♪
 
 

富
）
が
あ
る
、
此
八
幡
斬
境
内
に
銘
す
る
池
略
の
小
土
取
場
か
ら
線
察
し
▲
た
∵
安
山
岩
風
化
土
で
，
 
 

喝
 
 

明
で
あ
る
が
、
試
験
的
に
採
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

香
川
・
孟
m
 
高
松
膚
勅
使
間
西
小
山
∵
渾
臓
寺
山
の
繭
に
蓮
少
東
西
把
横
琵
l
る
丘
陵
地
で
γ
北
欝
徳
井
山
地
並
に
坂
田
古
寺
址
滞
瀦
 
 

凍
る
、
痍
境
地
は
此
池
の
反
封
側
に
常
り
、
南
碇
蘭
せ
る
斜
面
の
蔑
で
あ
る
、
顔
園
性
で
芝
草
地
を
な
し
、
墓
地
と
し
て
使
灘
さ
れ
七
ゐ
る
、
 
 

¢   

儒
十
九
魯
 
丁
ご
∵
三
試
 
 

宣
㌧
L
√
l
’
l
 
 

し
且
「
 
 金

絹
そ
の
如
、
く
な
る
の
で
∵
従
来
「
ク
ノ
ク
 
 

も
 

利
用
し
で
ゐ
る
、
花
崗
岩
蟹
玉
の
所
も
あ
 
 

土
居
他
の
西
南
芹
に
感
尾
八
幡
泣
（
土
居
 
 

何
人
に
乳
つ
て
利
用
乱
れ
て
ゐ
る
の
か
ホ
 
 

（
七
〇
）
 
七
〇
 
 

／ヽ －－   ／  
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ヽ  
禽  

あ
芸
所
で
、
之
む
綬
慈
し
窟
原
家
の
屋
敷
め
夏
用
セ
あ
浪
 
 

ヽ  

竹 

感
 

各
、
封
土
は
従
来
へ
な
土
と
し
甘
附
近
の
注
意
を
引
僧
、
飴
り
利
用
サ
る
の
で
、
講
壇
の
肝
壊
敬
恐
れ
今
蜂
採
取
観
想
じ
て
ゐ
る
。
（
池
内
岩
 
 
 
 
I
～
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‥
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
 

√
 
 

薯
氏
同
儀
乳
好
報
）
 
 

・
 

1
一
 
 

藤
川
e
 
≡
谷
村
犬
馬
場
驚
相
寺
山
、
質
相
竜
山
の
北
側
で
、
糠
他
に
間
て
下
れ
る
山
尾
の
脊
に
苗
墳
が
凝
る
、
蟄
堀
石
雪
が
露
出
し
七
ゐ
 
 
 

る
、
此
項
の
下
方
斜
面
の
土
を
採
集
し
た
、
従
来
使
用
の
報
を
聞
い
た
馬
で
披
ば
く
試
験
胡
に
採
集
し
た
戊
の
で
あ
る
、
安
山
岩
風
化
土
で
白
色
 
 

．
 
 

泡
 
 

、
 
 

皆
野
び
て
ゐ
机
。
 
 

番
叫
島
 
三
谷
村
原
ノ
上
．
三
谷
村
の
二
者
池
東
側
の
紳
は
山
裾
の
基
地
を
泰
し
、
其
の
東
北
城
跡
は
立
派
登
別
方
後
園
墳
が
鹿
る
、
石
畑
 
 

古
望
漸
し
て
か
る
、
此
欒
の
西
硝
道
濁
≡
壌
哀
－
茄
聖
霊
）
屋
傾
の
土
竃
集
し
写
宜
恩
衡
甘
で
あ
も
這
遼
の
 
 

（
中
こ
 
七
∵
 
 

藤
川
軒
下
玖
セ
メ
ジ
ト
代
用
土
調
蜜
 
 

求
助
衆
の
芳
田
地
（
配
反
）
簑
の
汲
跡
 
 

ミ
ツ
イ
ン
 

り
注
目
計
れ
、
′
∵
先
年
既
に
岡
山
願
の
三
石
に
法
り
研
究
を
乞
び
し
窃
あ
り
し
が
、
耐
火
煉
瓦
膵
料
と
し
て
は
今
少
じ
の
朗
に
て
A
口
略
せ
ぎ
り
 
 

し
由
、
現
時
揉
楠
氷
用
と
し
て
利
用
ル
で
ゐ
去
。
（
瀧
原
群
衆
氏
報
）
 
 
 

香
川
ほ
 
≡
谷
博
大
馬
場
馬
山
西
、
馬
山
の
西
唐
松
原
武
、
｝
家
屋
倣
の
北
避
に
潜
る
、
古
墳
地
で
相
嘗
大
規
模
の
築
造
で
あ
っ
た
と
思
唸
れ
る
 
 

鮨
、
既
に
取
除
堅
石
衰
壁
の
山
癒
が
餞
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
、
此
苗
墳
封
土
は
所
謂
笛
損
土
と
し
て
、
′
へ
な
に
達
す
と
柄
じ
、
／
使
用
さ
れ
、
古
 
 

墳
は
途
に
取
嬰
亡
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
 
（
山
應
層
室
郎
氏
報
）
 
冬
 
 

，
香
川
C
二
二
谷
村
犬
屈
場
投
池
、
火
妻
山
ど
馬
山
と
の
繭
に
横
は
降
旗
他
の
南
側
で
隼
管
廃
寺
山
麓
に
港
サ
、
埋
蔵
石
像
西
方
の
路
傍
に
 
 

は
白
色
宜
が
眉
根
し
そ
ゐ
る
、
俗
に
云
ふ
由
粉
石
（
凝
衆
寝
で
あ
る
、
従
来
利
用
き
れ
、
今
も
靡
砂
と
し
て
、
精
米
所
で
使
用
し
て
ゐ
る
。
 
 

－
ホ
一
 
番
州
d
 
三
賞
通
り
谷
、
石
署
三
谷
池
清
音
、
犬
馬
溜
嘩
づ
る
谷
で
、
｛
大
東
山
の
南
側
澄
田
て
ゐ
る
、
此
所
喝
以
前
蝶
姦
の
 
 

イ
シ
ク
ダ
ニ
 
 

、
 

ノ  

で
あ
る
†
此
河
北
家
と
遷
を
隔
て
ゝ
南
に
′
池
内
岩
書
家
 
 

、
・
 
 
 

′
 
 
 

松
原
豪
ば
奔
家
、
支
家
爾
豪
あ
 
本
象
望
二
谷
池
東
畔
肛
移
億
ん
 
 

▲
 
乙
賽
は
要
蓋
時
）
同
漂
着
1
河
君
」
 
て
ゐ
る
 
 
⑤
 

、
 

語
義
計
の
乳
濁
儲
て
ゐ
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ノ ／  

家
の
席
空
で
」
尊
く
取
崩
し
て
、
高
さ
十
数
閑
雲
息
地
を
隠
し
1
白
色
砂
土
の
展
が
絡
麗
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
傑
衆
セ
メ
ン
千
田
砂
と
 
ヽ
■
 
 

，
し
て
使
潤
し
た
専
が
あ
る
が
好
成
積
で
あ
つ
た
と
。
′
（
谷
口
和
端
既
報
）
 
 

′－   

恩
芯
」
ニ
谷
層
磯
谷
、
こ
畠
谷
ぢ
軋
他
の
孟
谷
キ
蕗
の
束
家
漆
牒
本
家
の
警
品
数
が
警
、
門
前
紅
臆
し
南
甘
偲
 
 

≠
る
凌
増
価
∵
肘
牒
家
（
禦
毎
賢
軌
瀾
号
宜
嵐
化
を
露
色
遷
し
て
凍
て
莞
刹
讐
軌
・
志
 
 
 

に
石
賽
単
相
常
温
じ
、
∴
牛
食
の
「
ダ
ク
モ
」
用
と
し
て
徴
用
t
た
が
、
よ
ぐ
し
鳶
ゆ
好
成
放
で
あ
つ
へ
た
、
然
し
永
久
性
で
な
い
朗
は
欠
鮎
で
あ
つ
軍
 
 

窄
と
（
柑
慮
氏
報
）
筒
漆
原
家
の
坂
北
に
訝
れ
る
庵
丘
の
ょ
も
花
嵐
清
風
化
土
で
鹿
衆
使
用
し
た
と
と
が
あ
る
が
飴
り
興
り
は
な
い
せ
思
ふ
 
 

の
セ
採
集
レ
な
が
っ
た
。
 

l
ウ
p
、
、
、
†
∵
こ
∵
 
壷
嬰
京
島
町
豊
、
郎
樅
遠
路
の
凝
民
家
傍
の
賢
よ
、
儀
散
、
花
園
尉
風
化
た
や
、
嶽
図
㌧
象
考
に
震
。
 

壷
州
牢
屋
駐
町
、
屋
島
遠
山
遷
桃
山
義
政
市
屋
島
瞥
）
登
山
偲
を
少
し
登
り
し
酢
、
軍
師
軍
（
善
位
庵
、
弘
法
大
輔
簸
）
凍
り
、
蛍
め
 
ー
い
 
 

後
窟
す
竃
凄
太
矧
毅
経
富
山
の
欝
′
耐
の
漕
凛
す
、
花
費
風
望
で
、
甜
菜
へ
払
と
し
逼
用
せ
し
こ
と
驚
、
次
に
警
 
 

由
な
イ
。
（
屋
島
町
谷
原
氏
報
）
 
鈷
 
 

香
料
れ
壷
欝
大
町
緊
部
㌫
琵
滑
ひ
、
、
小
遜
よ
品
崎
笠
つ
越
七
誓
言
し
所
、
坂
雲
間
土
儀
芸
姦
集
 
㍉
1
、
．
、
 
 

す
、
痘
を
な
し
、
花
崗
岩
風
化
丑
で
、
傾
斜
せ
る
潜
を
点
し
、
壷
屋
は
野
せ
二
果
、
下
屠
は
厚
く
、
塁
還
を
多
く
含
有
し
て
ゐ
句
．
所
瓢
 
 

㌢
一
い
土
で
あ
賢
表
慮
は
粘
質
を
帯
び
、
良
質
の
感
‥
居
っ
考
思
凍
輿
雷
、
従
兼
彼
岸
の
瓦
製
埴
用
砂
と
し
て
利
望
、
レ
こ
と
が
勢
少
、
 
 

ノ   

土
は
粘
質
で
、
水
に
易
い
の
で
∵
㍉
ン
ク
リ
」
↑
や
セ
メ
ン
ト
に
醸
混
じ
得
な
い
、
廃
し
耐
火
力
強
き
焉
、
煉
瓦
原
料
と
し
て
利
用
し
た
尊
が
 
 

㊨
る
、
毎
漆
原
家
庵
よ
り
以
南
め
土
質
は
俗
華
芸
、
さ
く
人
い
士
で
、
焼
耳
用
に
適
し
な
い
“
が
「
へ
き
L
に
披
俵
田
し
得
と
。
（
谷
口
和
帝
氏
 
 

報
）
 
 

r
ホ
り
 
呑
川
㌧
1
⊥
ニ
谷
湘
遥
雫
三
谷
他
の
＼
舞
筒
辟
に
賢
所
ぺ
常
他
の
豪
家
漆
原
家
憲
登
た
る
庵
丘
の
北
に
突
出
す
る
丘
陵
地
（
富
加
市
f
 
 

＼ 

第
七
九
督
〓
二
二
苛
既
 
 

鼠
」
7
 
 

ち
＼
一
 
 

ノ
 
 

（
七
二
）
 
七
二
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葦
誓
も
蒜
じ
と
漕
 

律
∴
↑
∴
∴
＋
＋
∵
★
十
∴
 
 
香
川
ぬ
 
給
田
羽
西
前
沢
由
森
谷
、
＼
前
周
相
聞
山
の
東
周
蔑
の
土
を
採
集
し
脊
椎
照
帆
滋
土
と
し
て
使
用
せ
し
所
で
、
随
分
遠
方
才
力
衆
 
 

、 

∴
 
 

′
′
シ
ェ
 
 

隠
報
）
 

J
ミ
タ
ト
言
ヤ
マ
．
 
 

カ
ナ
ヤ
マ
∴
 
に
金
山
と
僻
す
い
‥
此
山
確
の
掛
倒
に
各
∵
ケ
断
の
よ
取
掛
跡
が
る
る
、
蕗
集
し
た
阻
は
其
や
北
側
の
よ
で
あ
る
、
字
春
用
に
虚
し
、
三
野
岩
音
 
 

豪
君
愚
息
首
、
碧
空
七
ゐ
か
、
壷
間
賽
地
で
′
、
嵐
紛
楓
瑠
豊
ハ
者
漕
辟
常
の
厚
昧
農
若
嘉
賢
し
、
風
此
度
虻
 
 

相
笛
強
く
∵
従
来
へ
な
土
等
と
し
て
利
用
ぎ
れ
た
も
の
で
．
あ
る
ハ
∵
侍
壁
土
㊦
瓦
土
と
ん
た
屯
良
好
璃
あ
る
の
て
」
時
ほ
使
用
多
く
、
三
野
家
 
 

好
 

∫†  

宅
地
め
如
き
も
堅
剛
は
斜
面
地
、
で
あ
つ
跨
が
土
淑
の
磯
野
然
に
宅
地
化
じ
挺
も
め
で
あ
る
そ
三
常
民
ぼ
此
土
一
升
に
砂
一
も
曾
許
を
偲
じ
で
優
 
 

周
し
・
た
が
、
竪
壷
好
成
績
で
あ
や
た
と
て
（
雲
野
岩
普
八
十
三
毅
報
）
 
 

癖
金
山
嵐
例
の
忠
敬
場
ぼ
大
字
北
忽
由
宇
金
崎
に
夢
心
卜
金
津
と
奥
の
衷
欣
並
琴
る
樺
硯
敢
銭
守
の
山
鹿
之
 

鳥
目
 

、
 

■－  

郎
氏
報
）
 
 

屠
場
忘
恩
讐
れ
た
思
で
嘉
ゑ
椰
硝
）
臥
混
芸
風
櫻
ぐ
溜
ぶ
し
て
濡
れ
る
こ
と
㌢
好
成
績
鼠
か
ふ
 
 

ヾ
ヽ
「
ノ
．
 
碑
赦
の
境
内
に
嵐
す
、
紙
数
の
直
ぐ
西
に
位
し
、
主
取
跡
が
撃
て
ゐ
る
†
鞋
問
岩
風
化
土
で
あ
る
が
、
‖
長
石
の
含
有
拶
く
、
帯
白
色
敬
呈
し
て
 
 
 

香
川
願
下
の
セ
メ
ン
ト
代
用
土
嗣
賛
 
 
 

な
り
と
○
 
 

／
－
 
 

町
ガ
字
坂
奉
、
松
宇
神
政
本
殿
帝
崖
の
土
を
採
集
す
、
 
 

は
柘
紹
石
畝
肝
す
、
三
野
毅
の
案
内
、
に
よ
サ
採
集
す
 
 

、
小
粒
結
儲
を
な
す
、
以
前
は
之
唐
細
歯
黒
に
混
じ
で
使
用
ん
好
成
 
 
 

＼
 
 、

 
 

－
 
選
ぼ
南
北
瞥
苧
感
蔓
る
低
丘
陵
の
北
端
に
任
し
∵
松
宇
八
幡
 
 

（
七
三
）
ノ
七
三
 
 
 

（
佐
々
木
官
五
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も
性
喝
で
何
魔
の
土
に
て
も
併
用
に
適
し
∵
近
転
改
築
用
水
路
に
使
用
せ
＆
を
屈
し
が
、
患
（
か
ね
ま
り
、
好
成
績
む
嘉
し
．
て
ゐ
る
、
見
附
泳
の
 
ヲ
ウ
ヂ
．
‥
 
 
小
鞄
池
西
側
の
土
質
も
同
性
質
で
使
用
に
適
す
と
や
（
衷
相
町
村
－
細
川
篤
太
郎
氏
撃
∵
‥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 

や
、
骨
を
∵
東
梅
田
柑
細
尾
峠
．
藤
に
蘭
ッ
荷
造
と
僻
す
る
誓
、
繁
藤
儲
豪
宅
西
崖
筈
を
採
集
す
、
由
近
の
土
質
と
和
典
℃
感
建
石
 
 

風
化
蓋
し
」
白
色
を
呈
し
、
砂
分
柵
多
く
、
壷
質
で
あ
る
。
鹿
釆
使
用
隠
レ
に
好
成
績
で
あ
つ
宛
と
、
粗
略
に
て
土
塊
底
瀧
田
其
の
野
を
異
に
 
＼
J
′
ハ
 
 
 

七
，
西
方
廣
祭
軋
化
ノ
の
塞
く
砂
分
多
く
利
用
に
過
せ
す
、
西
溜
Å
か
諾
意
荒
ぼ
む
追
憾
に
点
い
屠
る
梓
で
雪
ぺ
些
 
【
 
 
 

晋
を
見
て
も
時
主
の
良
好
な
る
こ
之
を
謹
朋
し
柊
。
輿
 
 

＝
へ
 
 

る
バ
馬
場
先
に
あ
る
餞
属
螢
校
分
教
場
南
側
崖
地
は
土
取
場
跡
差
し
、
花
叫
岡
岩
風
化
責
苛
歩
褐
色
を
葦
す
？
躍
釆
利
開
多
き
産
め
、
今
璃
 
 
 

義
邦
ぬ
∵
鮪
辟
賢
字
響
掌
凝
嵐
、
殻
馬
場
東
崖
や
坂
元
字
計
息
丘
陵
の
南
方
に
誉
丘
陵
性
蛸
を
利
用
し
、
競
馬
欝
潜
ら
れ
て
周
 
 
 

る
、
其
の
ル
シ
ク
の
東
部
崖
魔
の
土
を
採
集
す
、
右
英
班
岩
風
化
士
で
、
赤
白
色
を
点
し
∵
従
釆
使
用
せ
し
こ
と
あ
り
し
桝
で
あ
る
旬
＼
（
掛
野
 
 
 

貧
民
報
）
 
 

イ
ヤ
ヮ
レ
ヽ
 
 
香
吊
ろ
東
梅
田
村
砦
割
、
豪
瀬
田
財
貨
割
七
雲
散
地
瀾
川
繹
定
氏
宅
地
め
土
を
株
集
す
、
酪
賢
風
化
土
や
、
菰
味
を
帯
び
、
碓
威
使
 
 

丸 

や
 
 

せ
を
と
雷
、
要
豊
子
予
十
盈
封
し
言
警
膏
許
を
混
用
適
し
に
好
域
蹟
撲
滝
。
ゆ
（
朝
川
繹
慮
氏
報
）
館
此
附
聖
霊
慧
陵
 
 

咄
で
あ
る
、
砂
利
を
混
ず
る
時
1
よ
く
し
よ
風
可
良
で
あ
為
と
、
 
 

源
警
笛
方
蟄
の
乳
僻
竺
廟
芸
す
入
谷
家
宝
の
書
抹
掌
、
壷
は
花
祭
凰
望
で
讐
蚤
し
、
栗
便
警
れ
牢
そ
里
 
 
 

唆
V
 

第
十
九
琴
∴
∵
二
・
主
琴
 
 

（
七
苧
七
 
 

香
川
ち
′
川
島
町
大
字
坂
本
字
首
尾
、
∵
緻
字
赦
丘
陵
の
泉
に
並
ぷ
丘
陵
は
宮
尾
部
落
を
な
し
1
源
膠
尊
を
中
心
に
民
屋
が
牽
達
し
て
ゐ
る
。
 
 

敢
町
宮
尾
、
松
宇
敢
境
何
で
 
 

屠
で
」
偽
さ
丈
徐
に
及
び
、
従
来
傍
用
好
成
績
訂
恕
げ
た
併
で
取
る
。
．
（
佐
々
木
氏
報
）
 
 

登
別
鳩
場
欄
常
備
、
御
旗
所
の
西
崖
他
の
土
を
採
集
す
、
笹
岡
患
風
化
土
で
、
本
殿
西
嶺
ど
同
 
 

（
佐
★
東
氏
轍
）
Å
爆
土
腐
は
二
常
幹
で
有
望
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
虻
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葺 
・      ●  

1
 

シ
ョ
ウ
イ
チ
∵
シ
ラ
ヤ
Y
 
′
帝
ぢ
吏
敵
網
㈲
字
広
紅
∵
下
端
駒
村
白
山
紳
絶
境
内
、
華
南
岡
観
戊
畢
校
路
側
に
磯
連
せ
一
る
山
牒
の
洛
に
は
古
墳
跡
郎
各
所
に
串
㌃
、
 
1
－
 
 

瓢
留
て
爽
述
の
レ
ぶ
く
谷
上
思
昆
る
苗
墳
峰
朋
謂
練
著
堅
質
、
し
ふ
く
谷
の
土
質
と
同
種
繋
ソ
と
案
内
の
嘘
遼
氏
の
報
で
告
だ
か
む
森
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 

稽
 
 

、  

ヾ  

ハ
㍗
∵
り
 
 

番
川
む
＼
下
高
岡
村
字
畢
仙
r
、
し
み
く
谷
、
下
藤
岡
柑
白
山
西
寵
に
世
・
し
、
白
山
紳
赦
西
側
に
祭
適
せ
 

パ
∧
、
 
る
桝
は
妖
艶
な
る
谷
を
蝕
す
旬
今
は
祀
有
地
と
な
㌔
壷
に
し
ふ
く
林
と
弼
濁
、
土
塊
通
年
く
へ
な
土
と
し
七
科
用
せ
ら
れ
、
谷
は
深
｛
堀
崩
 
亀
ノ
 
 

さ
れ
し
が
、
今
鱗
使
用
絶
え
土
取
励
も
畿
林
化
し
、
土
壌
も
良
質
物
を
探
琴
ん
得
ざ
り
き
、
然
し
貌
内
の
腰
遼
開
音
氏
の
報
に
よ
れ
ば
、
∵
土
嫁
入
、
r
′
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
′
 
 
 
 
 
 
 
1
・
 
 

．
ご
、
．
′
 
蟄
晩
む
蓋
し
、
俗
た
し
ふ
く
林
土
と
鱒
睾
・
砂
雪
肩
衣
を
同
数
混
用
す
る
時
、
水
に
轟
く
夕
タ
キ
と
し
て
好
成
島
な
㌢
き
ト
渡
過
家
土
蔵
ゆ
 
矛
 
如
き
盛
に
此
土
敬
利
用
せ
心
も
の
で
あ
る
が
い
今
匿
ノ
攣
固
筈
あ
．
る
と
。
‥
 
 
 
 
 
ヾ
 

萄
押
せ
∵
川
島
町
由
艮
融
－
由
良
山
凍
腰
蘭
艮
榊
赦
横
磯
尭
る
艶
凝
の
薗
ぐ
南
畔
な
計
土
取
跡
よ
り
療
集
す
、
遺
跡
は
幅
十
数
問
、
．
畠
雪
 
 

質
の
憩
霊
し
ぅ
上
層
慧
還
、
蒜
息
色
蓋
す
、
従
殊
使
用
暮
沼
諸
賢
。
と
苦
し
が
∵
今
捻
酢
鞄
と
し
義
取
姦
 

ト
 
 

じ
屠
れ
、
り
、
ノ
伶
附
近
に
は
所
々
同
感
の
小
土
取
跡
を
鬼
が
。
（
附
温
在
任
農
家
報
）
 
 

膚
川
戸
嘉
穂
紫
勅
西
、
由
良
川
一
壷
庖
山
墓
に
あ
る
土
取
跡
よ
サ
揮
等
？
川
島
間
欠
字
上
覧
宇
山
西
に
嵐
し
遍
窓
宗
昔
風
璧
 
 

豊
部
‥
ば
高
温
警
怠
れ
、
由
良
石
窟
し
、
夫
規
模
の
禁
場
笈
し
、
、
盛
正
利
阻
き
れ
七
ゐ
る
が
、
ノ
・
↑
部
は
花
選
書
成
上
∴
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
予
 
 

一
】
乳
 
」
部
は
山
麓
笹
露
出
セ
か
る
い
ょ
収
場
は
之
を
利
瀾
ん
凌
も
の
で
、
風
化
皮
相
常
に
現
志
苗
褐
色
を
呈
し
、
租
嘩
潤
で
あ
る
、
従
来
使
用
 
 

序
で
ゝ
ノ
斜
面
は
躍
税
関
と
し
て
利
用
さ
れ
、
鹿
道
路
嘩
転
ば
農
家
軒
を
並
′
べ
七
ゐ
る
、
 
 
 
 
 
 
 
 
い
∵
 
 
、
－
、
一
 
 
：
．
．
一
 
 
、
 
 
、
、
 
 
 

も
∴
吾
川
駆
下
の
宰
メ
ン
一
飯
用
土
調
査
 

せ
し
こ
と
が
臥
る
、
齢
碗
方
の
土
に
血
す
れ
ぼ
滞
る
と
。
（
小
野
城
乳
次
期
氏
報
）
 
 

薗
川
b
由
軋
良
山
、
由
良
血
酉
閻
魔
せ
取
跡
よ
牒
探
察
す
け
此
凌
録
由
良
山
の
噂
潜
庭
る
花
崩
暑
質
五
陵
性
地
が
西
南
に
何
て
蟄
逢
せ
る
 
 

蕊
取
跡
は
釣
鋸
南
に
位
し
、
川
島
田
大
串
上
田
井
争
山
 
 

（
七
五
）
 
七
五
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ー
ヘ
 ー

二
‥
 
 
．
．
 
 

－  

・
l
 
 

て
安
山
岩
1
閃
蝕
岩
、
表
現
碧
等
の
徽
襟
せ
．
鳩
丘
優
性
鞄
並
に
仙
郷
鴻
成
る
を
以
、
て
、
．
セ
メ
㌣
代
甲
苦
し
で
は
有
望
な
る
が
如
藩
感
が
ぶ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 

ぁ
官
報
蓋
昆
は
鱒
轟
て
ゐ
る
が
、
驚
瞼
蒜
漂
追
憶
祭
ら
可
良
で
禁
つ
た
、
試
儲
孟
た
激
臭
十
二
の
嘗
た
達
し
そ
池
攣
 

耳
▼
 
 

／
 
が
∵
れ
も
良
」
以
下
の
も
の
で
ぁ
つ
 

東
田
彗
野
の
南
部
に
孤
立
す
る
由
良
山
ば
管
全
軸
が
安
は
有
よ
カ
憤
り
石
材
と
し
で
称
用
奉
れ
て
ゐ
る
が
、
甘
藍
陀
捻
風
化
土
が
あ
る
の
 
 

で
就
磯
し
て
見
ら
れ
た
が
避
雷
な
る
紅
の
を
瞥
見
し
怨
な
か
つ
た
？
 
 

商
邸
の
丘
陵
性
鞄
、
共
め
敵
部
は
義
′
に
底
き
丘
陵
性
租
J
西
部
は
梢
痛
き
山
地
挙
な
レ
∵
火
山
m
臼
山
）
馬
山
亜
虹
質
相
象
山
藩
相
並
 
も
・
 
 

び
∀
何
れ
極
上
部
は
安
山
岩
よ
よ
り
成
り
、
山
魔
に
は
白
色
盛
衰
恵
庭
虚
出
し
、
隠
忍
の
風
化
を
豊
し
て
ゐ
る
b
で
」
早
く
か
ら
ク
タ
キ
ノ
と
じ
て
 
 

き
 

“
リ
ゴ
ウ
 
使
用
さ
れ
て
満
た
所
で
あ
冴
が
‥
試
験
＆
れ
た
結
滞
ぼ
億
充
分
息
抽
潜
る
こ
と
が
削
釆
な
か
っ
た
、
東
部
の
丘
陵
性
地
紋
検
札
称
、
牛
河
村
併
 
 

何
㍉
′
篭
葡
各
選
に
官
椒
警
折
盗
品
す
と
次
の
零
度
。
 
 

．
ヽ
 
 

東
部
の
山
地
、
北
は
屋
島
八
東
の
山
塊
よ
り
帝
－
は
下
滴
岡
村
白
山
に
有
り
、
殆
£
化
崗
岩
乃
至
閃
哲
写
り
成
少
、
風
化
物
が
番
い
が
、
唐
闇
 

て
代
用
と
し
．
て
は
璃
威
化
度
穐
不
足
と
思
は
れ
、
夷
の
流
糟
働
藩
怯
麿
之
を
兄
牒
も
純
渾
な
る
も
の
｝
も
磁
場
す
る
澱
が
出
来
篭
か
わ
宛
、
機
動
 

栗
山
塊
の
上
部
に
、
は
壌
賓
‥
偏
狭
岩
の
轟
担
が
あ
る
が
、
織
穆
蹄
鉄
岸
で
あ
る
鴇
調
黍
を
番
さ
れ
た
Ⅶ
い
 
 

化
土
で
∵
南
部
程
良
質
で
卑
そ
、
碓
水
位
用
多
ぐ
、
砂
を
況
ザ
る
恕
な
べ
石
衣
の
み
抵
て
使
用
し
、
小
野
坂
の
如
き
精
米
所
庭
と
し
て
、
此
土
 
■
－
 
 

七
石
衣
主
の
割
合
甘
て
使
隠
し
吾
が
好
威
儀
で
あ
つ
駕
姦
し
此
土
を
使
用
卜
成
績
態
勢
軋
得
ざ
れ
ぼ
隊
顧
の
素
人
で
あ
る
と
良
質
を
賞
賛
し
 
／
 
 

て
ゐ
た
。
∴
（
小
野
坂
叉
次
郎
氏
報
）
 

t
一
一
 
 

節
十
九
怨
十
㌻
 
二
い
三
洗
 
 

酉
九
二
三
番
小
野
坂
家
所
有
準
択
園
誹
下
部
に
常
り
、
啓
民
靡
既
に
接
せ
る
鯉
城
で
ぁ
る
、
 
 

租
 
 

語
 
」
 
 

紆
、
 
 

ー
 
 
・
 
 
 

（
七
六
）
 
七
六
 
 

南
北
十
数
問
、
商
エ
ヤ
郡
も
あ
ろ
う
、
花
罵
着
鞠
 
 

仁1  
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西
甥
の
山
地
、
脊
川
・
綾
歌
両
部
匿
廃
す
る
地
方
で
、
忘
高
峻
な
山
塊
低
地
よ
く
資
産
し
、
上
嘲
は
安
山
岩
払
い
た
滝
下
部
に
は
峯
問
 
、
し
ダ
 
 

ガ
以
外
に
閃
線
岩
凝
双
岩
め
露
鴎
痘
る
所
も
牽
い
が
、
義
験
の
、
結
果
ほ
倍
風
化
度
忙
於
て
不
足
と
考
へ
ら
れ
た
へ
石
帝
展
山
Y
白
峰
山
上
鷺
山
 
＼
 
 

の
如
き
各
山
塊
地
は
安
山
岩
質
が
机
麓
に
も
及
ん
で
ゐ
る
が
、
石
滞
尾
山
の
如
き
集
塊
岩
国
で
大
外
の
塊
を
含
有
し
‘
セ
メ
ン
ト
代
用
と
ん
せ
 
！
 
 

通
常
な
ら
や
、
白
峰
山
塊
は
道
路
喜
ソ
約
－
芸
基
米
を
隔
て
て
屈
ウ
l
除
法
不
便
で
あ
る
の
で
調
盛
を
召
さ
れ
た
、
減
り
鷺
山
は
白
色
風
化
、
…
 
 

物
が
道
路
際
に
及
犯
」
應
好
適
の
如
く
見
え
た
の
で
試
験
さ
れ
た
が
、
矢
張
り
好
成
綴
沓
得
肯
か
つ
ね
。
 
 

1
－
ヽ
 
 
木
田
滞
野
－
以
上
山
砲
の
中
央
尤
教
達
せ
る
木
田
普
野
竺
常
に
其
の
表
土
は
○
是
↑
⊥
÷
○
私
財
所
謂
「
7
・
マ
土
」
で
耕
地
の
母
醒
を
な
 
 

し
、
下
轡
凍
二
十
三
米
以
上
の
砂
或
ぼ
礫
よ
わ
成
サ
∵
薯
干
の
粘
審
混
有
す
る
も
の
多
く
、
朗
に
よ
つ
て
は
由
常
の
膵
粘
土
屠
の
敏
速
せ
苧
∴
 
 

冷
 
l
 
部
分
も
あ
る
が
、
何
れ
も
セ
メ
ン
ト
代
用
土
と
し
て
鱒
邁
恵
と
忠
は
れ
る
も
の
を
想
見
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
？
た
。
 
 

島
 
 
 

木
田
平
野
を
中
心
と
し
、
其
の
周
固
の
地
ん
に
カ
い
て
、
今
回
の
調
杏
は
以
上
の
如
ぐ
で
1
、
議
鹸
土
の
採
集
旦
ハ
サ
飴
ケ
斯
が
選
ば
れ
陀
の
で
 
 

あ
つ
た
が
、
試
験
さ
れ
た
結
果
ほ
表
示
の
如
く
何
れ
ノ
も
「
艮
」
以
下
許
で
あ
り
、
例
へ
徒
未
使
用
さ
れ
好
成
践
と
考
へ
ら
れ
て
ゎ
た
朗
で
も
、
も
 
′
メ
 
 

掌
メ
ン
一
代
用
と
し
て
使
用
す
る
に
は
未
だ
充
分
で
あ
る
責
考
へ
得
る
も
の
で
磨
い
こ
と
が
知
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
追
憶
で
あ
る
、
然
し
ぬ
準
〆
 
 

本
願
の
地
空
常
に
花
嵐
栗
賀
地
聖
あ
ゎ
な
が
ら
、
安
山
萄
凝
衣
栄
辱
の
湧
劇
場
各
難
語
達
し
て
腐
り
、
嵐
化
物
も
多
い
朗
で
あ
る
か
ら
何
 
 

詳
細
肥
調
教
試
験
の
野
に
は
好
資
源
を
得
る
や
も
は
か
り
難
い
と
息
1
ふ
の
で
、
今
回
試
験
の
結
果
の
恐
奉
を
願
い
、
′
こ
と
に
記
豊
年
い
た
づ
 
、
 
 ＼

 
 

″
 
 

い
ー
た
吹
凝
で
あ
る
。
（
昭
和
廿
年
完
稿
）
 
 

の
地
∵
即
ち
由
佐
、
川
東
相
方
尚
も
同
株
花
崗
岩
貿
地
で
あ
り
風
化
土
も
多
い
が
是
亦
同
株
衆
だ
充
分
な
る
港
の
を
認
め
得
な
か
つ
跨
の
で
あ
 
 

・
1
、
 
 

、
／
 
 

ヽ
－
 
／
 
地
で
J
蒜
野
に
花
崗
岩
褒
よ
り
成
り
、
風
化
質
租
が
届
い
の
で
あ
る
が
、
セ
メ
シ
ー
代
用
と
し
て
は
備
不
足
と
思
は
れ
、
 
 

る
0
 
 

曹
州
駆
下
の
セ
メ
γ
一
代
用
尭
調
査
 
 

1
 
 

ヽ 
＼
 
 

／
（
七
七
）
 
七
七
 
 
 

錦
鷺
相
寺
山
よ
少
函
南
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